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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、斜め方向のカラーシフトが小
さい液晶表示装置を提供することである。
【解決手段】　液晶セルと、該液晶セルの一方の側に配
置された第１の偏光板と、該液晶セルの他方の側に配置
された第２の偏光板を備え、該液晶セルは、赤、緑、及
び青のカラーフィルターと、液晶層とを含み、該液晶層
は、ｄＲ≧ｄＧ＞ｄＢの関係を満足するマルチギャップ
構造を有し、該第１の偏光板は、第１の偏光子と、該第
１の偏光子の該液晶セル側に配置された第１の保護層を
含み、該第１の保護層は、屈折率楕円体がｎｘ＞ｎｙ≧
ｎｚの関係を満足する、液晶パネル。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルと、該液晶セルの一方の側に配置された第１の偏光板と、該液晶セルの他方の
側に配置された第２の偏光板を備え、
　該液晶セルは、赤、緑、及び青のカラーフィルターと、液晶層とを含み、
　該液晶層は、ｄＲ≧ｄＧ＞ｄＢの関係を満足するマルチギャップ構造を有し、
　該第１の偏光板は、第１の偏光子と、該第１の偏光子の該液晶セル側に配置された第１
の保護層を含み、
　該第１の保護層は、屈折率楕円体がｎｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を満足する、液晶パネル。
（ここで、ｄＲ、ｄＧ、及びｄＢは、赤、緑、及び青のカラーフィルターに対応する液晶
層の厚みをそれぞれ表す。）
【請求項２】
　前記マルチギャップ構造が、赤、緑、及び青のカラーフィルターの厚みをそれぞれ変え
ることにより形成されてなる、請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項３】
　前記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を
含み、且つ、該液晶層の波長５５０ｎｍにおける厚み方向の位相差値（ＲｔｈＬＣ［５５
０］）が、波長４５０ｎｍにおける厚み方向の位相差値（ＲｔｈＬＣ［４５０］）よりも
大きい、請求項１又は２に記載の液晶パネル。
【請求項４】
　前記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列に配向させた液晶分子を含み
、且つ、該液晶層の波長５５０ｎｍにおける面内の位相差値（ＲｅＬＣ［５５０］）が、
波長４５０ｎｍにおける面内の位相差値（ＲｅＬＣ［４５０］）よりも大きい、請求項１
又は２に記載の液晶パネル。
【請求項５】
　前記第１の保護層の遅相軸方向が、前記第１の偏光板の吸収軸方向と、実質的に直交で
ある、請求項１から４のいずれかに記載の液晶パネル。
【請求項６】
　前記第１の保護層の波長５５０ｎｍにおける面内の位相差値（Ｒｅ１［５５０］）が、
２０ｎｍ～２００ｎｍである、請求項１から５のいずれかに記載の液晶パネル。
【請求項７】
　前記第１の保護層が、ノルボルネン系樹脂を含有する位相差フィルム（Ａ）である、請
求項１から６のいずれかに記載の液晶パネル。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載の液晶パネルを含む、液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチギャップ構造を有する液晶セルを備える液晶パネル及び液晶表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、液晶分子の電気光学特性を利用して、文字や画像を表示する素子であ
り、携帯電話やノートパソコン、液晶テレビ等に広く普及している。しかし、液晶表示装
置は、光学異方性を持った液晶分子を利用するため、ある一方向には優れた表示特性を示
していても、他の方向では、画面が暗くなったり、不鮮明になったりするといった課題が
ある。このような課題を解決するために、複数枚の位相差フィルムが、液晶表示装置に使
用されている。
【０００３】
　従来、カラーフィルターの色毎に液晶層の厚さが異なる、いわゆるマルチギャップ構造
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の液晶セルが開示されている（例えば、特許文献１参照）。しかし、このような液晶セル
と、従来構成の偏光板とを用いた液晶表示装置は、斜め方向のカラーシフトが大きいとい
う課題があった。
【特許文献１】特開２００６－９１０８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、斜め方向のカラーシフトが小さい液晶表示装置を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく、鋭意検討した結果、以下に示す液晶パネルによ
り上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００６】
　本発明の液晶パネルは、液晶セルと、該液晶セルの一方の側に配置された第１の偏光板
と、該液晶セルの他方の側に配置された第２の偏光板を備え、該液晶セルは、赤、緑、及
び青のカラーフィルターと、液晶層とを含み、該液晶層は、ｄＲ≧ｄＧ＞ｄＢの関係を満
足するマルチギャップ構造を有し、該第１の偏光板は、第１の偏光子と、該第１の偏光子
の該液晶セル側に配置された第１の保護層を含み、該第１の保護層は、屈折率楕円体がｎ
ｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を満足する。（ここで、ｄＲ、ｄＧ、及びｄＢは、赤、緑、及び青
のカラーフィルターに対応する液晶層の厚みをそれぞれ表す。）
　好ましい実施形態においては、上記マルチギャップ構造が、赤、緑、及び青のカラーフ
ィルターの厚みをそれぞれ変えることにより形成されてなる。
【０００７】
　好ましい実施形態においては、上記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピッ
ク配列に配向させた液晶分子を含み、且つ、該液晶層の波長５５０ｎｍにおける厚み方向
の位相差値（ＲｔｈＬＣ［５５０］）が、波長４５０ｎｍにおける厚み方向の位相差値（
ＲｔｈＬＣ［４５０］）よりも大きい。
【０００８】
好ましい実施形態においては、上記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列
に配向させた液晶分子を含み、且つ、該液晶層の波長５５０ｎｍにおける面内の位相差値
（ＲｅＬＣ［５５０］）が、波長４５０ｎｍにおける面内の位相差値（ＲｅＬＣ［４５０
］）よりも大きい。
【０００９】
　好ましい実施形態においては、上記第１の保護層の遅相軸方向が、上記第１の偏光板の
吸収軸方向と、実質的に直交である。
【００１０】
　好ましい実施形態においては、上記第１の保護層の波長５５０ｎｍにおける面内の位相
差値（Ｒｅ１［５５０］）が、２０ｎｍ～２００ｎｍである。
【００１１】
　好ましい実施形態においては、上記第１の保護層が、ノルボルネン系樹脂を含有する位
相差フィルム（Ａ）である。
【００１２】
　本発明の別の局面によれば、液晶表示装置が提供される。この液晶表示装置は、上記液
晶パネルを含む。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の液晶パネルは、特定のマルチギャップ構造を有する液晶セルと、屈折率楕円体
がｎｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を満足する保護層を有する偏光板とを用いることによって、従
来の液晶パネルを用いた液晶表示装置に比べて、斜め方向のカラーシフトを小さくするこ
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とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
＜用語及び記号の定義＞
　本明細書における用語及び記号の定義は下記の通りである。
（１）屈折率（ｎｘ、ｎｙ、ｎｚ）：
　「ｎｘ」は面内の屈折率が最大となる方向（すなわち、遅相軸方向）の屈折率であり、
「ｎｙ」は面内で遅相軸と直交する方向（すなわち、進相軸方向）の屈折率であり、「ｎ
ｚ」は厚み方向の屈折率である。
（２）面内の位相差値：
　面内の位相差値（Ｒｅ［λ］）は、２３℃で波長λ（ｎｍ）における面内の位相差値を
いう。Ｒｅ［λ］は、サンプルの厚みをｄ（ｎｍ）としたとき、Ｒｅ［λ］＝（ｎｘ－ｎ
ｙ）×ｄによって求められる。
（３）厚み方向の位相差値：
　厚み方向の位相差値（Ｒｔｈ［λ］）は、２３℃で波長λ（ｎｍ）における厚み方向の
位相差値をいう。Ｒｔｈ［λ］は、サンプルの厚みをｄ（ｎｍ）としたとき、Ｒｔｈ［λ
］＝（ｎｘ－ｎｚ）×ｄによって求められる。
（４）厚み方向の複屈折率：
　厚み方向の複屈折率（Δｎｘｚ［λ］）は、式；Ｒｔｈ［λ］／ｄにより算出される値
である。ここで、Ｒｔｈ［λ］は、２３℃で波長λ（ｎｍ）における厚み方向の位相差値
を表し、ｄはフィルムの厚み（ｎｍ）を表す。
（５）Ｎｚ係数：
　Ｎｚ係数は、式；Ｒｔｈ［５５０］／Ｒｅ［５５０］により算出される値である。
（６）本明細書において「ｎｘ＝ｎｙ」又は「ｎｙ＝ｎｚ」と記載するときは、これらが
完全に同一である場合だけでなく、実質的に同一である場合を包含する。したがって、例
えば、ｎｘ＝ｎｙと記載する場合は、Ｒｅ［５５０］が１０ｎｍ未満である場合を包含す
る。
（７）本明細書において「実質的に直交」とは、光学的な２つの軸のなす角度が、９０°
±２°である場合を包含し、好ましくは９０°±１°である。「実質的に平行」とは、光
学的な２つの軸のなす角度が、０°±２°である場合を包含し、好ましくは０°±１°で
ある。
（８）本明細書において、例えば、添え字の「ＬＣ」は液晶層を表し、「１」は第１の保
護層を表し、添え字の「２」は第２の保護層を表す。
【００１５】
Ａ．液晶パネルの概要
　図１は、本発明の好ましい実施形態による液晶パネルの概略断面図である。この液晶パ
ネル１００は、液晶セル１０と、液晶セル１０の一方の側に配置された第１の偏光板２１
と、液晶セル１０の他方の側に配置された第２の偏光板２２を備える。液晶セル１０は、
赤、緑、及び青のカラーフィルター（１Ｒは、赤のカラーフィルターを、１Ｇは、緑のカ
ラーフィルターを、１Ｂは、青のカラーフィルムを、それぞれ示す。以下同じ）と、液晶
層３とを含む。液晶層３は、ｄＲ≧ｄＧ＞ｄＢの関係を満足するマルチギャップ構造を有
する。ここで、ｄＲ、ｄＧ、及びｄＢは、赤、緑、及び青のカラーフィルターに対応する
液晶層の厚みをそれぞれ表す。第１の偏光板２１は、第１の偏光子３１と、第１の偏光子
３１の液晶セル１０側に配置された第１の保護層４１を含む。第１の保護層４１は、屈折
率楕円体がｎｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を満足する。なお、第１の偏光板２１は、視認側に配
置されていてもよいし、視認側とは反対側に配置されていてもよい。各図においては、図
示した液晶セルの上側が視認側である。
【００１６】
　このような液晶パネルは、液晶層が、マルチギャップ構造を有することによって、各色
のカラーフィルターに対応する液晶層の厚みに応じて、位相差値が異なる。液晶層全体と
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しては、長波長ほど位相差値が大きい特性、いわゆる逆波長分散特性を得ることができる
。
　この逆分散特性を示す液晶層と、後述する偏光板とを組み合わせれば、液晶パネルの視
認側へ出射する光の強度が波長によらず等しくなるため、従来に比べて、斜め方向のカラ
ーシフトを小さい液晶表示装置を得ることができる。以下、本発明の液晶パネルの、各構
成部材の詳細について説明するが、本発明は、下記の特定の実施形態のみに限定されるも
のではない。
【００１７】
Ｂ．液晶セル
　本発明に用いられる液晶セルは、第１の偏光板と第２の偏光板との間に配置される。図
１を参照すると、上記液晶セルは、赤、緑、及び青のカラーフィルター（１Ｒ、１Ｇ、１
Ｂ）と、液晶層３とを含む。液晶層３は、第１の基板１１と第２の基板１２との間に挟持
される。第１の基板１１には、好ましくは、上記カラーフィルターが形成される。第２の
基板１２には、好ましくは、液晶の電気光学特性を制御するＴＦＴ素子（図示せず）と、
このアクティブ素子にゲート信号を与える走査線及びソース信号を与える信号線（図示せ
ず）とが設けられる。
【００１８】
　本発明において、上記カラーフィルターは、第１の基板又は第２の基板の、いずれの側
に形成されもよい。図２は、好ましい実施形態による各構成部材の位置関係を示す、液晶
パネルの概略断面図である。図２（ａ）の液晶パネルは、カラーフィルター（１Ｒ、１Ｇ
、１Ｂ）は、第１の基板１１側に形成され、第１の偏光子３１及び第１の保護層４１（す
なわち、第１の偏光板）は、液晶セルの視認側に配置される。第２の偏光板２２は、液晶
セルの視認側とは反対側に配置される。図２（ｂ）の液晶パネルは、図２（ａ）の液晶パ
ネルを天地逆転させたものである。図２（ｃ）の液晶パネルは、カラーフィルター（１Ｒ
、１Ｇ、１Ｂ）は、第１の基板１２側に形成され、第１の偏光子３１及び第１の保護層４
１（すなわち、第１の偏光板）は、液晶セルの視認側とは反対側に配置される。第２の偏
光板２２は、液晶セルの視認側に配置される。図２（ｄ）の液晶パネルは、図２（ｃ）の
液晶パネルを天地逆転させたものである。
【００１９】
　本発明に用いられるカラーフィルターは、赤、緑、及び青の３原色フィルターを有する
ものであれば、任意の適切なものが用いられ得る。上記カラーフィルターは、例えば、深
紅のような他色のフィルターをさらに有するものであってもよい。赤フィルターは、波長
４００ｎｍ～４８０ｎｍの範囲内で透過率の最大値を示し、緑フィルターは、波長５２０
ｎｍ～５８０ｎｍの範囲内で透過率の最大値を示し、青フィルターは、波長５９０ｎｍ～
７８０ｎｍの範囲内で透過率の最大値を示すものが好ましい。各色における透過率の最大
値は、好ましくは８０％以上である。
【００２０】
　上記カラーフィルターの厚みは、適宜、適切に選択され得る。好ましくは０．５μｍ～
４μｍであり、さらに好ましくは０．８～３．５μｍである。上記カラーフィルターの画
素パターンは、ストライプ型、モザイク型、トライアングル型、ブロック型など、任意の
パターンが採用され得る。
【００２１】
　上記カラーフィルターが形成される画素部分には、必要に応じて、各色のフィルターの
境界部分に配置されたブラックマトリックスや、カラーフィルターを覆うように形成され
たプロテクト層や、該プロテクト層上に形成された透明導電膜が、配置される。
【００２２】
　上記カラーフィルターを形成する色材としては、特に制限はなく、例えば、染料又は顔
料が用いられる。染料系カラーフィルターは、透明性やコントラストに優れ、分光のバリ
エーションが豊富である特徴を有する。一方、顔料系カラーフィルターは、耐熱性や耐光
性に優れる。上記カラーフィルターの形成方法は、例えば、フォトリソグラフィー法、エ
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ッチング法、印刷法、電着法、インクジェット法、蒸着法等が用いられ得る。
【００２３】
　好ましくは、上記カラーフィルターを形成する色材は、顔料である。顔料系カラーフィ
ルターは、アクリルやポリイミドなどのバインダ樹脂中に顔料を分散させた着色樹脂によ
って得ることができる。上記顔料としては、例えば、Ｃｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ　Ｇｅｎｅ
ｒｉｃ　Ｎａｍｅ；　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ１７７（クリムソンレーキ）、同　Ｒｅｄ
１６８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ７（フタロシアニングリーン）、同　Ｇｒｅｅｎ３
６、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ１５（フタロシアニンブルー）、同　Ｂｌｕｅ６、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ８３（アゾ系イエロー）等が挙げられる。上記顔料は、色を調整
するために、複数の色を混合して用いてもよい。
【００２４】
　上記顔料の分散状態は、二次粒子の平均粒径として、好ましくは０．２μｍ以下であり
、さらに好ましくは０．１μｍ以下である。なお、上記二次粒子は、顔料の微粒子（一次
粒子）が、いくつか結合した凝集体をいう。このような分散状態の顔料系カラーフィルタ
ーであれば、透過率が高く、消偏性の低いものとすることができる。
【００２５】
　本発明に用いられる液晶層は、各色のフィルターに対応する厚みが、ｄＲ≧ｄＧ＞ｄＢ

の関係を満足するマルチギャップ構造を有する。ここで、ｄＲ、ｄＧ、及びｄＢは、赤、
緑、及び青のカラーフィルターに対応する液晶層の厚みをそれぞれ表す。各色のフィルタ
ーに対応する液晶層の厚みは、ｄＲ＞ｄＧ＞ｄＢの関係を満足することが最も好ましいが
、ｄＲ＝ｄＧであっても、ｄＧ＞ｄＢであれば、影響の大きい青領域における、液晶パネ
ルの光漏れを低減することができるので、比較的良好な表示特性が得られる。
【００２６】
　上記（ｄＲ－ｄＧ）及び（ｄＧ－ｄＢ）は、好ましくは０．２μｍ～２μｍであり、さ
らに好ましくは０．２μｍ～１μｍである。好ましくは、上記ｄＲは２．９μｍ～４．４
μｍであり、上記ｄＲは２．７μｍ～４．２μｍであり、上記ｄＲは２．５μｍ～４．０
μｍである。
【００２７】
　上記マルチギャップ構造を形成する方法としては、任意の適切な方法が採用され得る。
図３は、好ましい実施形態による液晶セルの概略断面図である。１つの方法としては、図
３（ａ）に示すように、マルチギャップ構造は、赤、緑、及び青のカラーフィルター（１
Ｒ、１Ｇ、１Ｂ）の厚みをそれぞれ変えることにより形成される。このとき、各色のフィ
ルターの厚みは、好ましくは、三原色中、青が最も分厚く、次いで緑であり、赤が最も薄
い。なお、各色のカラーフィルターの厚みは、例えば、フォトリソグラフィー法やエッチ
ング法が選択される場合は、着色樹脂の塗布量により、増加ないし減少させることが可能
である。電着法や蒸着法が選択される場合は、電着液への浸漬時間や、蒸着時間により、
各色のカラーフィルターの厚みを調整できる。
【００２８】
　別の方法としては、図３（ｂ）に示すように、マルチギャップ構造は、各色のカラーフ
ィルター（１Ｒ、１Ｇ、１Ｂ）の第１の基板１１側に、アンダーコート層４を設け、各色
に対応するアンダーコート層の厚みをそれぞれ変えることによって形成される。さらに別
の方法としては、図３（ｃ）に示すように、マルチギャップ構造は、各色のカラーフィル
ター（１Ｒ、１Ｇ、１Ｂ）の液晶層３側に、オーバーコート層５を設け、各色に対応する
オーバーコート層の厚みをそれぞれ変えることによって形成される。このとき、上記オー
バーコート層は、カラーフィルターのプロテクト層を兼ねていてもよい。
【００２９】
　図示例では、各色のカラーフィルターの厚みが、同一である場合を示しているが、色ご
とに異なっていてもよい。この場合も、上記アンダーコート層又はオーバーコート層の厚
みを適宜、調整することによって、マルチギャップ構造を得ることができる。また、本発
明に用いられる液晶セルは、上記のアンダーコート層とオーバーコート層の両方を有して
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いてもよく、或いは、赤、緑、青のうち一部の色のフィルターのみにアンダーコート層及
び／又はオーバーコート層を有していてもよい。
【００３０】
　上記アンダーコート層及びオーバーコート層を形成する材料は、透明性が高く、耐熱性
に優れるものが好ましい。そのような材料は、例えば、ポリイミド系樹脂、や、アクリル
やエポキシ等の紫外線硬化樹脂である。
【００３１】
　上記液晶層は、好ましくは、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列、又はホモ
ジニアス配列に配向させた液晶分子を含む。本明細書において「ホメオトロピック配列」
とは、液晶分子の配向ベクトルが、配向処理された基板と液晶分子の相互作用の結果、基
板平面に対し、垂直（法線方向に）に配向した状態のものをいう。「ホモジニアス配列」
とは、液晶分子の配向ベクトルが、配向処理された基板と液晶分子の相互作用の結果、基
板平面に対し、平行に配向した状態のものをいう。なお、上記ホメオトロピック配列及び
ホモジニアス配列は、液晶分子がプレチルトを有する場合も包含される。
【００３２】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を
含む場合、上記液晶層の屈折率楕円体は、好ましくはｎｚ＞ｎｘ＝ｎｙの関係を示す。こ
のような液晶層は、駆動モードの分類によれば、例えば、バーティカル・アライメント（
ＶＡ）モードが挙げられる。上記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列に
配向させた液晶分子を含む場合、上記液晶層の屈折率楕円体は、好ましくはｎｘ＞ｎｙ＝
ｎｚの関係を示す。このような液晶層は、駆動モードの分類によれば、例えば、インプレ
ーン・スイッチング（ＩＰＳ）モード、フリンジフィールド・スイッチング（ＦＦＳ）モ
ードなどが挙げられる。
【００３３】
　上記液晶層に用いられる液晶材料（液晶分子）は、任意の適切なものが採用され得る。
上記液晶材料は、通常、２種類以上の液晶化合物を混合して用いられる。上記材料は、好
ましくは、フッ素系液晶化合物を含む。低粘度で高速応答が期待できるからである。上記
液晶材料は、誘電異方性（Δε）が正のものであっても、負のものであってもよい。Δε
が正の液晶材料は、ＩＰＳモードの液晶セルに好適に用いられ、Δεが負の液晶材料は、
ＶＡモードの液晶セルに好適に用いられ得る。上記液晶材料の波長５５０ｎｍにおける複
屈折率（Δｎ［５５０］）は、好ましくは０．０６～０．１５である。
【００３４】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を
含む場合、上記液晶層の厚み方向の位相差値（ＲｔｈＬＣ［５５０］）は、好ましくは－
２５０ｎｍ～－４００ｎｍであり、さらに好ましくは－２７０ｎｍ～－３５０ｎｍである
。
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列に配向させた液晶分子を含む
場合、上記液晶層の面内の位相差値（ＲｅＬＣ［５５０］）は、好ましくは２５０ｎｍ～
４００ｎｍであり、さらに好ましくは２７０ｎｍ～３５０ｎｍである。
【００３５】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を
含む場合、該液晶層のＲｔｈＬＣ［５５０］は、ＲｔｈＬＣ［４５０］よりも大きい（す
なわち、逆波長分散特性を示す）。この場合、上記液晶層の、厚み方向の位相差の波長分
散値（ＤｔｈＬＣ）は、好ましくは０．７以上１未満であり、さらに好ましくは０．８～
０．９５である。上記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列に配向させた
液晶分子を含む場合、該液晶層のＲｅＬＣ［５５０］は、ＲｅＬＣ［４５０］よりも大き
い（すなわち、逆波長分散特性を示す）。この場合、上記液晶層の、面内の位相差の波長
分散（ＤＬＣ）は、好ましくは０．７以上１未満であり、さらに好ましくは０．８～０．
９５である。なお、上記の各波長分散値は、次式から算出される。
ＤｔｈＬＣ＝ＲｔｈＬＣ［４５０］／ＲｔｈＬＣ［５５０］
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ＤＬＣ＝ＲｅＬＣ［４５０］／ＲｅＬＣ［５５０］
【００３６】
　上記のような逆波長分散特性を示す液晶層は、従来、表示特性を悪化させる原因であっ
た青色領域の光漏れを小さくすることができるので、より一層、斜め方向のカラーシフト
の小さい液晶表示装置を得ることができる。
【００３７】
Ｃ．偏光板
　本発明に用いられる第１の偏光板は、液晶セルの一方の側に配置され、第２の偏光板は
、該液晶セルの他方の側に配置される。好ましくは、上記第１の偏光板は、液晶セルの視
認側に配置され、上記第２の偏光板は、該液晶セルの他方の側に配置される。好ましくは
、上記第１の偏光板の吸収軸方向が、上記第２の偏光板の吸収軸方向と実質的に直交する
ように、第１の偏光板及び第２の偏光板は配置される。
【００３８】
　好ましくは、上記の第１の偏光板及び第２の偏光板は、接着層を介して、液晶セルの表
面に貼着される。本明細書において「接着層」とは、隣り合う光学部材の面と面とを接合
し、実用上十分な接着力と接着時間で一体化させるものをいう。上記接着層を形成する材
料としては、例えば、接着剤、アンカーコート剤が挙げられる。上記接着層は、被着体の
表面にアンカーコート層が形成され、その上に接着剤層が形成されたような、多層構造で
あってもよい。また、肉眼的に認知できないような薄い層（ヘアーラインともいう）であ
ってもよい。
【００３９】
　上記第１の偏光板は、第１の偏光子と、該第１の偏光子の液晶セルに配置される側に、
第１の保護層を含む。上記第１の保護層は、好ましくは、接着層を介して、上記第１の偏
光子に貼着される。好ましくは、第１の保護層の遅相軸方向が、上記第１の偏光子の吸収
軸方向と実質的に直交するように、第１の保護層及び第１偏光子は配置される。
【００４０】
　上記第１の偏光板の厚みは、好ましくは４０μｍ～５００μｍである。上記第１の偏光
板の透過率は、好ましくは３８％～４５％である。上記第１の偏光板の偏光度は、好まし
くは９８％以上である。
【００４１】
　偏光板の偏光度は、分光光度計［村上色彩技術研究所（株）製　製品名「ＤＯＴ－３」
］を用いて測定することができる。上記偏光度の具体的な測定方法としては、上記偏光板
の平行透過率（Ｈ０）及び直交透過率（Ｈ９０）を測定し、式：偏光度（％）＝｛（Ｈ０

－Ｈ９０）／（Ｈ０＋Ｈ９０）｝１／２×１００より求めることができる。上記平行透過
率（Ｈ０）は、同じ偏光板２枚を互いの吸収軸が平行となるように重ね合わせて作製した
平行型積層偏光板の透過率の値である。また、上記直交透過率（Ｈ９０）は、同じ偏光板
２枚を互いの吸収軸が直交するように重ね合わせて作製した直交型積層偏光板の透過率の
値である。なお、これらの透過率は、ＪｌＳ　Ｚ　８７０１－１９９５の２度視野に基づ
く、三刺激値のＹ値である。
【００４２】
　本明細書において「偏光子」は、自然光又は偏光を直線偏光に変換するものをいう。上
記偏光子は、任意の適切なものが選択され得る。好ましくは、上記偏光子は、入射する光
を直交する２つの偏光成分に分離し、一方の偏光成分を透過させ、他方の偏光成分を、吸
収、反射及び／又は散乱させる機能を有する。上記第１の偏光子の厚みは、好ましくは１
０μｍ～１００μｍである。
【００４３】
　上記第１の偏光子は、好ましくは、ヨウ素を含有するポリビニルアルコール系樹脂を主
成分とする。上記第１の偏光子は、例えば、ヨウ素を含有するポリビニルアルコール系樹
脂を主成分とする高分子フィルムを、元長に対し５倍～６．２倍に延伸して得ることがで
きる。上記第１の偏光板の、ヨウ素の含有量は、好ましくは１重量％～３重量％である。
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【００４４】
　上記第１の保護層は、屈折率楕円体がｎｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を満足する。本明細書に
おいて「ｎｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を示す」とは、ｎｘ＞ｎｙ＝ｎｚの関係（正の一軸性と
もいう）を示すか、又はｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係（負の二軸性ともいう）を示すことをい
う。このような保護層は、偏光子の収縮や膨張を防ぎ、機械的な強度を高めるだけでなく
、上述したマルチギャップ構造を有する液晶セルと組み合わせて、斜め方向のカラーシフ
トの小さい液晶表示装置を得ることができる。
【００４５】
　上記第１の保護層は、単層であってもよいし、複数の層からなる積層体であってもよい
。上記第１の保護層の厚みは、好ましくは２０μｍ～２００μｍである。上記第１の保護
層の波長５５０ｎｍにおける透過率（Ｔ１［５５０］）は、好ましくは９０％以上である
。
【００４６】
　上記第１の保護層のＲｅ１［５５０］は、電圧無印加時の液晶分子の配列状態や、目的
に応じて、適宜、設定され得る。上記Ｒｅ１［５５０］は、１０ｎｍ以上であり、好まし
くは２０ｎｍ～２００ｎｍである。
【００４７】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を
含む場合、上記第１の保護層の、Ｒｅ１［５５０］は、好ましくは７０ｎｍ～２００ｎｍ
であり、さらに好ましくは７０ｎｍ～１６０ｎｍである。Ｒｅ１［５５０］が上記範囲の
第１の保護層を、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を含む液晶セルに用いるこ
とによって、斜め方向のコントラスト比の高い液晶表示装置を得ることができる。
【００４８】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列に配向させた液晶分子を含む
場合、第１の保護層の、波長λにおける面内の位相差値（Ｒｅ１［λ］）は、液晶層のＲ
ｅＬＣ［λ］との合計が、約四分の三ラムダ（約０．７５λ）となるように、設定される
。例えば、波長５５０ｎｍにおいては、好ましくは、Ｒｅ１［５５０］とＲｅＬＣ［５５
０］との合計が、約４１３ｎｍとなるように、設定される。このＲｅＳＵＭ［５５０］（
ＲｅＳＵＭ［５５０］＝Ｒｅ１［５５０］＋ＲｅＬＣ［５５０］）は、好ましくは３５０
ｎｍ～４７０ｎｍであり、さらに好ましくは３７０ｎｍ～４５０ｎｍである。上記Ｒｅ１

［５５０］は、好ましくは２０ｎｍ～１５０ｎｍであり、さらに好ましくは２０ｎｍ～１
００ｎｍである。Ｒｅ１［５５０］が上記範囲の第１の保護層を、ホモジニアス配列に配
向させた液晶分子を含む液晶セルに用いることによって、斜め方向のコントラスト比の高
い液晶表示装置を得ることができる。
【００４９】
　上記第１の保護層の、面内の位相差の波長分散値（Ｄ１）は、好ましくは０．７以上１
以下であり、さらに好ましくは０．８～０．９５である。上述した液晶セルと同様に、第
１の保護層にも波長５５０ｎｍにおける面内の位相差値（Ｒｅ１［５５０］）が、波長４
５０ｎｍにおける面内の位相差値（Ｒｅ１［４５０］）よりも大きいもの（すなわち、逆
波長分散特性を示すもの）を用いることによって、より一層、斜め方向のカラーシフトの
小さい液晶表示装置を得ることができる。
【００５０】
　上記第１の保護層のＲｔｈ１［５５０］は、適宜、設定され得る。上記第１の保護層の
屈折率楕円体が、ｎｘ＞ｎｙ＝ｎｚの関係を示す場合、Ｒｅ１［５５０］とＲｔｈ１［５
５０］とは略等しい。この場合、上記第１の保護層は、好ましくは、式；｜Ｒｔｈ１［５
５０］－Ｒｅ１［５５０］｜＜１０ｎｍを満足する。
【００５１】
　上記第１の保護層の屈折率楕円体が、ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係を示す場合、Ｒｔｈ１［
５５０］はＲｅ１［５５０］よりも大きい。この場合、Ｒｔｈ１［５５０］とＲｅ１［５
５０］との差（Ｒｔｈ１［５５０］－Ｒｅ１［５５０］）は、好ましくは１０ｎｍ～１０
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０ｎｍである。Ｒｔｈ１［５５０］を上記のように設定することによって、斜め方向のコ
ントラスト比の高い液晶表示装置を得ることができる。
【００５２】
　上記第１の保護層のＮｚ係数は、適宜、設定され得る。上記第１の保護層の屈折率楕円
体が、ｎｘ＞ｎｙ＝ｎｚの関係を示す場合、Ｎｚ係数は、好ましくは０．９を超え１．１
未満である。上記第１の保護層の屈折率楕円体が、ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係を示す場合、
Ｎｚ係数は、好ましくは１．１～３．０であり、さらに好ましくは１．１～２．０である
。Ｎｚ係数を上記範囲とすることによって、斜め方向のコントラスト比の高い液晶表示装
置を得ることができる。
【００５３】
　上記第１の保護層を形成する材料としては、屈折率楕円体がｎｘ＞ｎｙ≧ｎｚの関係を
示すものであれば、任意の適切なものが採用され得る。上記第１の保護層の形成材料とし
ては、例えば、ノルボルネン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、セルロース系樹脂、ポリ
エステル系樹脂等の熱可塑性樹脂を含有する位相差フィルムが用いられ得る。上記位相差
フィルムは、全固形分１００重量部に対して、熱可塑性樹脂を、好ましくは６０重量部～
１００重量部含有する。
【００５４】
　上記第１の保護層は、好ましくは、ノルボルネン系樹脂を含有する位相差フィルム（Ａ
）である。上記ノルボルネン系樹脂は、光弾性係数の絶対値（Ｃ［５５０］）が小さいと
いう特徴を有する。本明細書において「ノルボルネン系樹脂」とは、出発原料（モノマー
）の一部又は全部に、ノルボルネン環を有するノルボルネン系モノマーを用いて得られる
（共）重合体をいう。上記「（共）重合体」は、ホモポリマー又は共重合体（コポリマー
）を表す。
【００５５】
　上記ノルボルネン系樹脂のＣ［５５０］は、好ましくは１×１０－１２ｍ２／Ｎ～２０
×１０－１２ｍ２／Ｎであり、さらに好ましくは１×１０－１２ｍ２／Ｎ～１０×１０－

１２ｍ２／Ｎである。上記範囲の光弾性係数の絶対値を有する位相差フィルムを用いれば
、光学的なムラの小さい液晶表示装置が得られ得る。
【００５６】
　上記ノルボルネン系樹脂は、出発原料としてノルボルネン環（ノルボルナン環に二重結
合を有するもの）を有するノルボルネン系モノマーが用いられる。上記ノルボルネン系樹
脂は、（共）重合体の状態では、構成単位にノルボルナン環を有していても、有していな
くてもよい。（共）重合体の状態では、構成単位にノルボルナン環を有するノルボルネン
系樹脂は、例えば、テトラシクロ［４．４．１２，５．１７，１０．０］デカ－３－エン
、８－メチルテトラシクロ［４．４．１２，５．１７，１０．０］デカ－３－エン、８－
メトキシカルボニルテトラシクロ［４．４．１２，５．１７，１０．０］デカ－３－エン
等が挙げられる。（共）重合体の状態で構成単位にノルボルナン環を有さないノルボルネ
ン系樹脂は、例えば、開裂により５員環となるモノマーを用いて得られる（共）重合体で
ある。上記開裂により５員環となるモノマーとしては、例えば、ノルボルネン、ジシクロ
ペンタジエン、５－フェニルノルボルネン等やそれらの誘導体等が挙げられる。上記ノル
ボルネン系樹脂が共重合体である場合、その分子の配列状態は、特に制限はなく、ランダ
ム共重合体であってもよいし、ブロック共重合体であってもよいし、グラフト共重合体で
あってもよい。
【００５７】
　上記ノルボルネン系樹脂としては、例えば、（ａ）ノルボルネン系モノマーの開環（共
）重合体を水素添加した樹脂、（ｂ）ノルボルネン系モノマーを付加（共）重合させた樹
脂などが挙げられる。上記ノルボルネン系モノマーの開環共重合体は、１種以上のノルボ
ルネン系モノマーと、α－オレフィン類、シクロアルケン類、及び／又は非共役ジエン類
との開環共重合体を水素添加した樹脂を包含する。上記ノルボルネン系モノマーを付加共
重合させた樹脂は、１種以上のノルボルネン系モノマーと、α－オレフィン類、シクロア
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ルケン類及び／又は非共役ジエン類との付加型共重合させた樹脂を包含する。
【００５８】
　上記ノルボルネン系モノマーの開環（共）重合体を水素添加した樹脂は、ノルボルネン
系モノマー等をメタセシス反応させて、開環（共）重合体を得、さらに、当該開環（共）
重合体を水素添加して得ることができる。具体的には、例えば、特開平１１－１１６７８
０号公報の段落［００５９］～［００６０］に記載の方法、特開２００１－３５００１７
号公報の段落［００３５］～［００３７］に記載の方法等が挙げられる。上記ノルボルネ
ン系モノマーを付加（共）重合させた樹脂は、例えば、特開昭６１－２９２６０１号公報
の実施例１に記載の方法により得ることができる。
【００５９】
　上記ノルボルネン系樹脂の重量平均分子量（Ｍｗ）は、テトラヒドロフラン溶媒による
ゲル・パーミエーション・クロマトグラフ法（ポリスチレン標準）で測定した値が、好ま
しくは、２０，０００～５００，０００である。上記ノルボルネン系樹脂のガラス転移温
度（Ｔｇ）は、好ましくは１２０℃～１７０℃である。上記の樹脂であれば、優れた熱安
定性を有し、延伸性に優れたフィルムが得られ得る。なお、ガラス転移温度（Ｔｇ）は、
ＪＩＳ　Ｋ　７１２１に準じたＤＳＣ法により算出される値である。
【００６０】
　上記ノルボルネン系樹脂を含有する位相差フィルム（Ａ）は、任意の適切な成形加工法
によって得ることができる。好ましくは、上記ノルボルネン系樹脂を含有する位相差フィ
ルム（Ａ）は、ソルベントキャスティング法又は溶融押出法によって、シート状に成形さ
れた高分子フィルムを、縦一軸延伸法、横一軸延伸法、縦横同時二軸延伸法、又は縦横逐
次二軸延伸法により、延伸して作製される。上記延伸法は、横一軸延伸法であることが好
ましい。位相差フィルム（Ａ）の遅相軸方向と偏光子（ヨウ素を含む延伸フィルムからな
る上記偏光子）の吸収軸方向が直交する偏光板のロール作製が可能となり、かかる偏光板
の生産性が大幅に向上し得るからである。上記高分子フィルムを延伸する温度（延伸温度
）は、好ましくは１２０℃～２００℃である。また、上記高分子フィルムを延伸する倍率
（延伸倍率）は、好ましくは１を超え４倍以下である。
【００６１】
　上記ノルボルネン系樹脂を含有する高分子フィルムは、市販のフィルムをそのまま用い
ることができる。あるいは、市販のフィルムに延伸処理及び／又は収縮処理などの２次的
加工を施したものを用いることができる。市販のノルボルネン系樹脂を含有する高分子フ
ィルムとしては、例えば、ＪＳＲ（株）製　アートンシリーズ（商品名；ＡＲＴＯＮ　Ｆ
，ＡＲＴＯＮ　ＦＸ，ＡＲＴＯＮ　Ｄ）や、（株）オプテス製　ゼオノアシリーズ（商品
名；ＺＥＯＮＯＲ　ＺＦ１４，ＺＥＯＮＯＲ　ＺＦ１６）等が挙げられる。
【００６２】
　上記第１の保護層として用いられる位相差フィルムは、任意の適切な添加剤をさらに含
有し得る。上記添加剤としては、例えば、可塑剤、熱安定剤、光安定剤、滑剤、抗酸化剤
、紫外線吸収剤、難燃剤、着色剤、帯電防止剤、相溶化剤、架橋剤、及び増粘剤等が挙げ
られる。上記添加剤の含有量は、好ましくは、主成分の樹脂１００重量部に対し、０を超
え１０重量部以下である。
【００６３】
　本発明に用いられる第２の偏光板は、好ましくは、第２の偏光子と、該第２の偏光子の
液晶セルに配置される側に、第２の保護層を含む。上記第２の保護層は、好ましくは、接
着層を介して、上記第２の偏光子に貼着される。上記第２の保護層に遅相軸方向が検出さ
れる場合、その遅相軸方向は、上記第２の偏光子の吸収軸方向と、実質的に直交である。
【００６４】
　上記第２の偏光子は、特に制限はなく、例えば、上記第１の偏光子と同様のものが用い
られ得る。
【００６５】
　上記第２の保護層は、好ましくは、屈折率楕円体がｎｘ≧ｎｙ＞ｎｚの関係を満足する
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。本明細書において「ｎｘ≧ｎｙ＞ｎｚの関係を示す」とは、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの関係（
負の一軸性ともいう）を示すか、又はｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係（負の二軸性ともいう）を
示すことをいう。このような保護層は、偏光子の収縮や膨張を防ぎ、機械的な強度を高め
るだけでなく、特に、ＶＡモード又はＩＰＳモードのマルチギャップ構造を有する液晶セ
ルと組み合わせて、斜め方向のコントラスト比が高く、カラーシフトの小さい液晶表示装
置を得ることができる。
【００６６】
　上記第２の保護層は、単層であってもよいし、複数の層からなる積層体であってもよい
。上記第２の保護層の厚みは、好ましくは２０μｍ～２００μｍである。上記第２の保護
層の波長５５０ｎｍにおける透過率（Ｔ２［５５０］）は、好ましくは９０％以上である
。
【００６７】
　上記第２の保護層の屈折率楕円体が、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚの関係を示す場合、Ｒｅ２［５
５０］は１０ｎｍ未満であり、好ましくは５ｎｍ以下ある。Ｒｅ２［５５０］を上記範囲
とすることによって、斜め方向のコントラスト比の高い液晶表示装置を得ることができる
。
【００６８】
　上記第２の保護層のＲｔｈ２［５５０］は、電圧無印加時の液晶分子の配列状態や、目
的に応じて、適宜、設定され得る。上記Ｒｔｈ２［５５０］は、好ましくは１０ｎｍ以上
であり、さらに好ましくは２０ｎｍ～４００ｎｍである。
【００６９】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホメオトロピック配列に配向させた液晶分子を
含む場合、第２の保護層のＲｔｈ２［５５０］の絶対値は、液晶セルの、厚み方向の位相
差値の絶対値よりも、若干小さくなるように設定される。Ｒｔｈ２［５５０］は、好まし
くは８０ｎｍ～３８０ｎｍであり、さらに好ましくは１５０ｎｍ～３００ｎｍである。
【００７０】
　上記液晶層が、電圧無印加時において、ホモジニアス配列に配向させた液晶分子を含む
場合、第２の保護層のＲｔｈ２［５５０］は、好ましくは、１０ｎｍ～１５０ｎｍであり
、さらに好ましくは２０ｎｍ～１００ｎｍである。Ｒｔｈ２［５５０］が上記範囲の第２
の保護層を、ホモジニアス配列に配向させた液晶分子を含む液晶セルに用いることによっ
て、斜め方向のコントラスト比の高い液晶表示装置を得ることができる。
【００７１】
　上記第２の保護層の屈折率楕円体が、ｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係を示す場合、上記第２の
保護層は、上述した第１の保護層と同様のものが用いられ得る。
【００７２】
　上記第２の保護層を形成する材料としては、任意の適切なものが採用され得る。上記第
２の保護層は、好ましくは、ポリイミド系樹脂を含有する溶液から形成された薄膜（Ｂ）
を含む。上記ポリイミド系樹脂は、溶液キャスティング法でシート状に成形された場合、
溶剤の蒸発過程で、分子が自発的に配向しやすいため、厚み方向の位相差値の大きい位相
差フィルムを、非常に薄く作製することができる。上記薄膜は、全固形分１００重量部に
対して、ポリイミド系樹脂を、好ましくは６０重量部～１００重量部含有する。
【００７３】
　上記ポリイミド系樹脂を含有する薄膜の厚みは、好ましくは０．５μｍ～１０μｍであ
り、さらに好ましくは１μｍ～５μｍである。上記薄膜の複屈折率（Δｎｘｚ［５５０］
）は、好ましくは０．０１～０．１２であり、さらに好ましくは０．０２～０．０８であ
る。このようなポリイミド系樹脂は、例えば、米国特許５，３４４，９１６号に記載の方
法によって得ることができる。
【００７４】
Ｄ．液晶表示装置
　本発明の液晶表示装置は、上記液晶パネルを含む。図４は、本発明の好ましい実施形態
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による液晶表示装置の概略断面図である。なお、見やすくするために、図４の各構成部材
の縦、横及び厚みの比率は、実際とは異なっていることに留意されたい。この液晶表示装
置２００は、液晶パネル１００と、液晶パネル１００の一方の側に配置されたバックライ
トユニット８０とを少なくとも備える。なお、図示例では、バックライトユニットとして
、直下方式が採用された場合を示しているが、これは例えば、サイドライト方式のもので
あってもよい。
【００７５】
　直下方式が採用される場合、上記バックライトユニット８０は、好ましくは、光源８１
と、反射フィルム８２と、拡散板８３と、プリズムシート８４と、輝度向上フィルム８５
とを少なくとも備える。サイドライト方式が採用される場合、好ましくは、バックライト
ユニットは、上記の構成に加え、さらに導光板と、ライトリフレクターとを少なくとも備
える。なお、図４に例示した光学部材は、本発明の効果が奏する限りにおいて、液晶表示
装置の照明方式や液晶セルの駆動モードなど、用途に応じてその一部が省略され得るか、
又は、他の光学部材に代替され得る。
【００７６】
　上記液晶表示装置は、液晶パネルの背面から光を照射して画面を見る、透過型であって
も良いし、液晶パネルの視認側から光を照射して画面を見る、反射型であっても良い。あ
るいは、上記液晶表示装置は、透過型と反射型の両方の性質を併せ持つ、半透過型であっ
ても良い。
【００７７】
Ｆ．用途
　本発明の液晶表示装置は、任意の適切な用途に使用される。その用途は、例えば、パソ
コンモニター，ノートパソコン，コピー機などのＯＡ機器、携帯電話，時計，デジタルカ
メラ，携帯情報端末（ＰＤＡ），携帯ゲーム機などの携帯機器、ビデオカメラ，テレビ，
電子レンジなどの家庭用電気機器、バックモニター，カーナビゲーションシステム用モニ
ター，カーオーディオなどの車載用機器、商業店舗用インフォメーション用モニターなど
の展示機器、監視用モニターなどの警備機器、介護用モニター，医療用モニターなどの介
護・医療機器等である。
【００７８】
　好ましくは、本発明の液晶表示装置の用途は、テレビである。上記テレビの画面サイズ
は、好ましくはワイド１７型（３７３ｍｍ×２２４ｍｍ）以上であり、さらに好ましくは
ワイド２３型（４９９ｍｍ×３００ｍｍ）以上であり、特に好ましくはワイド３２型（６
８７ｍｍ×４１２ｍｍ）以上である。
【実施例】
【００７９】
　本発明について、以上の実施例および比較例を用いて更に説明する。なお、本発明は、
これらの実施例のみに限定されるものではない。
（１）偏光子の単体透過率の測定方法：
　分光光度計［村上色彩技術研究所（株）製　製品名「ＤＯＴ－３」］を用いて、ＪｌＳ
　Ｚ　８７０１－１９８２の２度視野（Ｃ光源）により、視感度補正を行ったＹ値を測定
した。
（２）偏光子の偏光度の測定方法：
　分光光度計［村上色彩技術研究所（株）製　製品名「ＤＯＴ－３」］を用いて、偏光子
の平行透過率（Ｈ０）及び直交透過率（Ｈ９０）を測定し、式：偏光度（％）＝｛（Ｈ０

－Ｈ９０）／（Ｈ０＋Ｈ９０）｝１／２×１００より求めた。上記平行透過率（Ｈ０）は
、同じ種類の２枚の偏光子を、互いの吸収軸が平行となるように重ね合わせて作製した平
行型積層偏光子の透過率の値である。また、上記直交透過率（Ｈ９０）は、同じ種類の２
枚の偏光子を互いの吸収軸が直交するように重ね合わせて作製した直交型積層偏光子の透
過率の値である。なお、これらの透過率は、ＪｌＳ　Ｚ　８７０１－１９８２の２度視野
（Ｃ光源）により、視感度補正を行ったＹ値である。
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（３）厚みの測定方法：
　厚みが１０μｍ未満の場合、薄膜用分光光度計［大塚電子（株）製　製品名「瞬間マル
チ測光システム　ＭＣＰＤ－２０００」］を用いて測定した。厚みが１０μｍ以上の場合
、アンリツ製デジタルマイクロメーター「ＫＣ－３５１Ｃ型」を使用して測定した。
（４）位相差値（Ｒｅ［λ］、Ｒｔｈ［λ］）、Ｎｚ係数、Ｔ［５９０］の測定方法：
　分光エリプソメーター［日本分光（株）製　製品名「Ｍ－２２０」］を用いて、２３℃
の環境下、波長λ（ｎｍ）における位相差値を測定した。なお、平均屈折率は、アッベ屈
折率計［アタゴ（株）製　製品名「ＤＲ－Ｍ４」］を用いて測定した値を用いた。
（５）光弾性係数の絶対値（Ｃ［λ］）の測定方法：
　分光エリプソメーター［日本分光（株）製　製品名「Ｍ－２２０」］を用いて、サンプ
ル（サイズ２ｃｍ×１０ｃｍ）の両端を挟持して応力（５～１５Ｎ）をかけながら、サン
プル中央の、２３℃の環境下、波長λ（ｎｍ）における位相差値を測定した。Ｃ［λ］は
、得られた応力値と位相差値の関数の傾きから算出した。
【００８０】
［参考例１］
液晶セルの作製
　ブラックマトリクスを形成したガラス基板上に、顔料を分散した着色樹脂溶液を塗布し
、プレベークを行い乾燥して着色樹脂層を形成した。次いで、該着色樹脂層の上に、ポジ
レジストを塗布し、フォトマスクを用いて露光し、現像液を用いてポジレジストの現像と
、着色樹脂層のエッチングを行った。その後、ポジレジストを剥離した。赤、緑、青のフ
ィルターを形成するために、この操作を３回繰り返し、各色の着色樹脂層（カラーフィル
ター）の厚みを変化させて、カラーフィルター基板を作製した。
【００８１】
　次に、別のガラス基板上に、薄膜トランジスタ、走査線、信号線、および画素電極を形
成し、アクティブマトリクス基板を作製した。この２枚の基板上に配向膜を形成し、その
表面をラビング布で一方向に擦った。
【００８２】
　次に、アクティブマトリクス基板上に、球状微粒子（スペーサー）を散布した。他方、
カラーフィルター基板の有効表示領域の周辺部には、エポキシ樹脂接着剤を、液晶注入の
ための開口部を除いてスクリーン印刷法によって塗布した。その後、アクティブマトリク
ス基板とカラーフィルター基板とを重ね合わせ、加圧しながら加熱接着し、各色のカラー
フィルターに対応するセルギャップがｄＲ＝３．５μｍ、ｄＧ＝３．３μｍ、ｄＢ＝２．
９５μｍである、空セルを作製した。
【００８３】
　この空セルに、誘電率異方性が正のネマチック液晶（Δｎ［５５０］＝０．１０）］を
真空注入法により注入し、注入後液晶の注入口を紫外線硬化樹脂にて封止してＩＰＳモー
ドの液晶セルを作製した。上記液晶セルの電圧無印加時のＲｅＬＣ［６５０］は３３０ｎ
ｍであり、ＲｅＬＣ［５５０］は３３０ｎｍであり、ＲｅＬＣ［４５０］は３２５ｎｍで
あった。
【００８４】
［参考例２］
第１の偏光板の作製
　厚み７５μｍのポリビニルアルコール系樹脂を主成分とする高分子フィルム［クラレ（
株）製、商品名「ＶＦ－ＰＳ＃７５００」］を、ヨウ素とヨウ化カリウムとを含む水溶液
中（ヨウ素濃度＝０．０３重量％）で、フィルム長手方向に張力を付与しながら浸漬し、
最終的な延伸倍率が、元長に対し６．２倍となるように延伸して、偏光子（ａ）を作製し
た。この偏光子（ａ）は、厚み＝２５μｍ、偏光度Ｐ＝９９％、単体透過率Ｔ＝４３．５
％であった。
【００８５】
　次に、厚み４０μｍのノルボルネン系樹脂を含有する高分子フィルム［（株）オプテス
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製、商品名「ゼオノア　ＺＦ１４」］を、テンター延伸機を用いて、固定端横一軸延伸法
により、１５０℃の空気循環式恒温オーブン内で、１．２倍に延伸し、位相差フィルム（
ａ）を作製した。この位相差フィルム（ａ）は、屈折率楕円体がｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係
を満足し、
　厚み３２μｍ、
　Ｔ［５５０］＝９０％、
　Ｒｅ［５５０］＝６０ｎｍ、
　Ｒｔｈ［５５０］＝７２ｎｍ、
　Ｎｚ係数＝１．２、
　Ｒｅ［４５０］／Ｒｅ［５５０］＝１．０、
　Ｃ［５５０］＝５．１×１０－１２ｍ２／Ｎ、であった。
【００８６】
　上記偏光子（ａ）の一方の側に、接着剤層を介して、上記位相差フィルム（ａ）を、該
位相差フィルム（ａ）の遅相軸方向が、該偏光子（ａ）の吸収軸方向と実質的に直交する
ように、貼着した。次に、上記偏光子（ａ）の、位相差フィルム（ａ）を備える側とは反
対側に、接着剤層を介して、市販のトリアセチルセルロースフィルムを貼着し、偏光板（
ａ）を作製した。
【００８７】
［参考例３］
第２の偏光板の作製
　市販の偏光板［日東電工（株）製　ＮＰＦ－ＴＥＧ１２２４ＤＵ］］を用いた。この偏
光板（ｂ）は、偏光子の両側に、保護層としてトリアセチルセルロースフィルム（厚み４
０μｍ）を備える。このトリアセチルセルロースフィルムは、屈折率楕円体がｎｘ＝ｎｙ
＞ｎｚの関係を満足し、Ｒｔｈ［５５０］＝４０ｎｍである。
【００８８】
［実施例］
液晶パネルの作製
　参考例１で作製した液晶セルの視認側とは反対側に、粘着剤層を介して、第１の偏光板
として、偏光板（ａ）を貼着した。ただし、偏光板（ａ）の位相差フィルム（ａ）を液晶
セルに対面させ、偏光板（ａ）を液晶セルの視認側と反対側に貼着した。
　次いで、該液晶セルの視認側に、粘着剤層を介して、第２の偏光板として、偏光板（ｂ
）を貼着した。このように作製したものを、液晶パネル（ａ）とする。この液晶パネル（
ａ）における各構成部材の位置関係は、図２（ｃ）の通りである。また、上記液晶パネル
（ａ）の各構成部材の光学軸の関係は、図５に示す通りである。図５は、実施例に係る液
晶パネルの概略斜視図である。参考例２の偏光子（ａ）に相当する第１の偏光子３１の吸
収軸方向と、参考例３の偏光板（ｂ）の偏光子に相当する第２の偏光子３２の吸収軸方向
とは、実質的に直交である。参考例２の位相差フィルム（ａ）に相当する第１の保護層４
１の遅相軸方向は、同第１の偏光子３１の吸収軸方向と、実質的に直交である。同第１の
保護層４１の遅相軸方向と、参考例１の液晶セルに相当する液晶セル１０の遅相軸方向と
は、実質的に平行である。
【００８９】
［比較例］
　液晶セルとして、各色のカラーフィルターに対応するセルギャップ；ｄＲ、ｄＧ、及び
ｄＢ を何れも３．３μｍに形成し、ＲｅＬＣ［６５０］＝３１１ｎｍ、ＲｅＬＣ［５５
０］＝３３０ｎｍ、ＲｅＬＣ［４５０］＝３６３ｎｍである液晶セルを用いたこと以外は
、上記実施例と同様にして、液晶パネルを作製した。
【００９０】
［評価］
　実施例に係る液晶パネルをバックライトユニットと結合し、液晶表示装置を作製した。
同様に、比較例に係る液晶パネルをバックライトユニットと結合し、液晶表示装置を作製
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した。
　実施例及び比較例の液晶表示装置の表示特性を確認するため、下記に示す方法にて、極
角６０°に於けるカラーシフト（Δｘｙ値）の方位角依存性を測定した。その結果を、図
６のグラフ図に示す。
【００９１】
液晶表示装置のカラーシフト量（Δｘｙ値）の測定方法：
　２３℃の暗室でバックライトを点灯させてから３０分経過した後、測定を行った。具体
的には、前記３０分経過後、液晶表示装置に黒画像を表示させ、ＥＬＤＩＭ社製、製品名
「ＥＺ　Ｃｏｎｔｒａｓｔ１６０Ｄ」を用いて、表示画面の全方位（０°～３６０°）、
極角６０°における、色相、ｘ値及びｙ値を測定した。斜め方向のカラーシフト量（Δｘ
ｙ値）は、測定値を、式：｛（ｘ－０．３１３）２＋（ｙ－０．３２９）２｝１／２に代
入して算出した。
　なお、上記式中、ｘ＝０．３１３及びｙ＝０．３２９は、液晶パネルの長辺方向を方位
角０°とし且つ液晶パネルの法線方向を極角０°とした、表示画面に黒画像を表示した場
合における色付きのない黒色を示す。
【００９２】
　図６から明らかなとおり、実施例に係る液晶パネルは、カラーシフトが極めて小さく、
優れた特性を示した。なお、実施例の液晶パネルは、第１の保護層として、屈折率楕円体
がｎｘ＞ｎｙ＞ｎｚの関係を満足する位相差フィルム（ａ）を用いたが、これに代えて、
屈折率楕円体がｎｘ＞ｎｙ＝ｎｚの関係を満足する位相差フィルムを用いても、同様の表
示特性を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明の液晶パネルは、テレビ、携帯電話等の表示装置に広く用いられ得る。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の好ましい実施形態による液晶パネルの概略断面図である。
【図２】好ましい実施形態による各構成部材の位置関係を示す、液晶パネルの概略断面図
である。
【図３】好ましい実施形態による液晶セルの概略断面図である。
【図４】本発明の好ましい実施形態による液晶表示装置の概略断面図である。
【図５】実施例に係る液晶パネルの概略斜視図である。
【図６】実施例及び比較例に係る液晶パネルのカラーシフト量を示すグラフ図である。
【符号の説明】
【００９５】
１Ｒ　赤フィルター
１Ｇ　緑フィルター
１Ｂ　青フィルター
３　液晶層
４　アンダーコート層
５　オーバーコート層
１０　液晶セル
２１　第１の偏光板
２２　第２の偏光板
３１　第１の偏光子
３２　第２の偏光子
４１　第１の保護層
４２　第２の保護層
８０　バックライトユニット
８１　光源
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８２　反射フィルム
８３　拡散板
８４　プリズムシート
８５　輝度向上フィルム
１００　液晶パネル
２００　液晶表示装置

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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